２０１２．５「くぐり抜けた女」☆紹介ブログ

翼のように大きな耳になって！！
体の中を横切っていく翼のように大きな耳になって‥‥ではじまる、
「くぐりぬけた女」の登録が完了しました。

この作品もまた、驚きにみちています。そのなかで、わたしの忘れられない一こまを上げて見ましょう。

――――木の枝に黄色い実が一つ実っており、少年と少女がもぎとろうと、手を精一杯伸ばしている。

それは、よく見れば実のているように偽装した、果物の皮。
「本とはゴミ箱に入っているものなんだよ。きたないわ」

「食べちゃったのはこの子なの。この子は妹なの。こんな顔変だと思うでしょう。妹が大人をからかっていると思う？」

「ずっと前のことだったの。ぼくが妹に言葉を教えていたの。おとこ、おんなってね。それで、おとこ、おんな、って妹もいったの。つぎに、おとこおんな、おとこおんなといって、妹もそういって、もっと早口に、おとこおんなおとこおんな‥‥とつづけたら、妹もおんなじにいって、それからくりかえし

て、妹一人で、もうものすごく早口になって、口から泡をとばして、どうしても止まんなくなっちゃった。おとこおんなおとこおんな‥‥しまいに熱が出てしまったの。それからなんです、頭がおかしくな

って、口がきけなくなって、バカだってひとが言うの。うそじゃない、ほんとさ、何なら、写真持ってきて見せようか。ずっといぜん、ものすごくお利口だったってこと、よくわかっちゃうと思うよ」
少年はその話を女に理解させようと、ぴったり身をよせる。

「よっかったのよ、きっと」女は少女と握手をする。子供たちはすばしっこく逃げていって、もうそこにはいない――――

みょうに、何時までも、わたしの心にのこる子供たちです。最後のくぐりぬけた女のシーンとともに‥‥。

皮膚の宇宙、どうして、こんな発想が次から次へとでてくるのか？
言葉！！　こそ、島さち子の世界です！！
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わたしは、お母さんの唾なのよ！！
天に向かって吐き出されたものか、地に向かって吐き出されたものか、知っているとおっしゃるなら言ってみてほしい！！

白いベッドがあり、女と病人がいる。
お母さんに、内緒で来てくれたのか？
見えるの？　まぶしそうね、わたしが、わかるの？

女の首筋に風がからまり、巻き込まれるように、父と称する人の額のまんなかに視線を乗り上げてしまう。めまいが過ぎ、その黄味がかった額をいったりきたりする、煙たい笑いを見つける。

女はこの人の全部に見覚えがない。

―――ガンなんか犬も食わないでしょう！　女はひょいと言って、口を開いたまま‥‥表情をこわばらせて棒立ちになる。

例えばの話なんです。どんな病気もあるでしょう、人間が犬なんかに食べられてたまるもんじゃない。消毒の方法もあるけど‥‥薬が悪く‥‥煮ても焼いても‥‥つまり。

意味にならない‥‥途方もない残酷と屈辱を与えている‥‥言葉が声にならない。

女は注射針で青くぼろぼろになった父と称する人の柔らかい手を
押さえて、その視線をくぐり抜け、くぐりぬけ、あやふやに首をまわして外を見る。

自然でなだらかな山が見え、なめらかな空が見える。

飲めるってわけだろうね‥‥ウイスキーがあったんだが‥‥そこの‥‥――――

「くぐりぬけた女」からの引用です。浴室で沸騰したお湯が、活火山のように噴出したのです。沸騰する熱い蒸気は女の体じゅうの膨らみや、くぼみから、汗をしぼり出し、もう全身はよじれた細紐。

皮膚は、汗を吸い蒸気にまみれ、ますますふやけて伸び、面積をひろげきって、女の縮んだ小さな実体をチリのように中に閉じ込めた大袋になってしまいます。白い宇宙！

――――白くどこまでも拡がる皮膚の内部の宇宙、女から剥離していった白い平原が細い三角の線のさざなみ模様を描き、ずっと向こうには白い山脈が、うねうねと地から天空までつづいている――――

と、彼女はつづけます。女は皮膚のふくらみに腰をおろします。生暖かい椅子です。これが、島さち子の世界。彼女の感性に改めて驚かされます。あなたも島さち子の世界を覗いてみませんか！！

面白い‥‥そう思われます、きっと！！　あなたが自由であれば‥‥‥。
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